
高 崎 警 察 署 協 議 会 議 事 録 

（令和７年度第１回定例会議) 

 

開 催 日 時 

令和７年６月２７日(金)   

視 察 午後３時から午後４時までの間 

会 議 午後４時から午後５時１５分までの間 

開 催 場 所 
視 察 高崎警察署 駐車場、別館地域課会議室及び武道場 

会 議 高崎警察署 大会議室 

出 

席 

者 

 

委   員

(定数１５人) 

羽鳥会長 鈴木委員 大澤委員 金井委員 黒田委員 

水井委員 押江委員 籠谷委員 草薙委員 讃井委員 

関根委員 田口委員 根岸委員 松本委員 

計１４人 

警  察 

小菅署長 武藤副署長 山口警務官 熊澤会計官 

塚越刑事生活安全官 唐澤交通官兼地域官 折原警務課長 

村椿生活安全課長 森田刑事第一課長 松本交通課長 

警務係長 警務主任 

計１２人 

そ の 他 
 

 
 

議   事   の   概   要 

１ 挨拶概要 

(1) 会長挨拶 

   公私ともに忙しい中、令和７年度高崎警察署協議会第１回定例会議に出席していただ

き感謝申し上げる。先ほど、会長を仰せつかった。初めて顔を合わせる方もいることか

ら簡単に自己紹介させていただく。 

   警察の体制も多くの幹部が入れ替わったほか、本協議会の委員についても９名が新規

に委嘱され、新たな１５名体制となった。本協議会が高崎警察署にとって有意義な意見

交換の場となるよう各委員の協力をお願いしたい。 

(2) 署長挨拶 

   公私ともに多忙なところ、令和７年度高崎警察署協議会第１回定例会議に出席してい

ただき感謝を申し上げる。 

   委員の皆様においては、平素より地域の安全のために、それぞれの業務、立場を通じ

て取り組まれていることに加え、警察行政各般にわたり深い理解と協力をいただいてい

ることに重ねて感謝申し上げる。 

   先ほど、委員の皆様に群馬県公安委員会の委嘱状を交付させていただいた。２期目を

お願いした６名の方、新たに委員となっていただいた９名の方の合計１５名の皆様と新

たな体制での協議会となることからよろしくお願いしたい。 

   警察活動は、地域住民の理解と協力が必要不可欠であることは言うまでもない。地域

を代表する委員の皆様から忌憚のない意見、要望等を伺い、警察業務のより一層の改善

に生かしていきたい。 

２ 警察幹部及び各委員の自己紹介 

  警察幹部と各委員が自己紹介を行った。 

３ 業務概況説明（説明者 署長） 

(1) 刑法犯、窃盗犯、重要窃盗犯の認知状況、事件検挙状況 

(2) 薬物犯罪、特殊詐欺・ＳＮＳ型投資詐欺の認知状況、事件検挙状況 



(3) 交通事故発生状況、管内の死亡事故発生状況 

(4) １１０番通報受理状況、広報啓発活動状況 

(5) その他警察活動 

４ 意見、要望等（○～委員、●～署長等） 

 ○ 高崎警察署管内の人口約２６万人、伊勢崎約２１万人と、約５万人の差があるにもか 

かわらず、刑法犯、特殊詐欺の認知件数が、高崎は伊勢崎・太田よりかなり少ないとい 

うことは、署員の皆様の日頃の活動の成果であると感謝している。〔意見〕 

○ 交通事故件数、物件事故件数が多いのは、交通量の多さ故なのか。〔質問〕 

 ● 高崎警察署管内における令和６年中の交通事故総数（人身事故及び物件事故）は、９， 

９２１件で県下最多となっている。管内は、群馬県の玄関口であるＪＲ高崎駅を有し、 

国道１７号、３５４号などは、昼夜を問わず交通量が多いほか、管内の運転免許保有者 

数も県下最多であることなども要因として考えられる。 

 交通事故発生件数の多い国道及び県道を重点路線に指定し、重大事故に直結する速度

違反取締りを中心に対策を強化していくほか、交通事故多発時間帯における警戒活動を

強化する。〔回答〕 

○ 駅構内や公共施設内に、ホームレスの方や動画配信者、声をかけてくる不審者等、犯

罪ではないものの周囲の人に迷惑や不快な印象を与える人が多くなった。通報して対処

してもらえるのか伺いたい。〔質問〕 

 ● 駅構内や駅周辺での迷惑行為については、鉄道警察隊とも連携し地域警察官が対応す 

る。事件性や規模によっては、刑事等の捜査員も現場に派遣し、犯罪行為があれば検挙 

していきたい。〔回答〕 

５ 視察等の行事 

  午後３時から午後４時までの間、高崎警察署内において装備品展示、庁舎見学及び鑑識

作業体験を行った。 

６ 備考 

  次回の定例会議を令和７年９月２５日（木）に開催する予定とした。 

 

 


